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北海道高等学校学力向上実践事業における学力テスト集計分析シートの利用手順

今回送付した集計分析シートにより、各学校の過去３年間の設問別・領域別正答率の推移の確認や、

個人ごとの正答状況、各教育局へ提出する集計シートを自動作成することができます。

１ はじめに
(1) この集計分析シートは、多くのセルで関数を利用しているため、再計算機能を手動設定にして

います。入力した内容を反映させるためには、「F9」キーを押下するなど、手動で再計算を実行

する必要があります。

(2) 各学校で入力するのは、黄色のセルのみです。誤操作を防ぐために、編集の必要がないシート

（セル）にはロックが掛けてありますが、パスワードは設定していません。列幅等を変更する必

要がある場合は、「シートの保護」を解除して編集してください。

(3) 基礎データを入力しない場合、マクロや関数でエラーになる場合があります。必ず始めに基礎

データを入力してください。

(4) 「セキュリティの警告 マクロが無効にされました。」が表示される場合は、「コンテンツの有

効化」をクリックしてください。

２ 基礎データの入力について
(1) シート「メニュー」の「実施年度」に「▼」より年度を選択します。

(2) 「実施校」に「▼」より自校の学校名を選択するか、入力をします。

３ 過去の各学校データの入力について

過去３年間分の正答率を表示するために、平成27・28年度分の各学校の設問別・領域別の正答率

を入力します。平成29年度以降は自動で入力されます。

(1) シート「メニュー」の３「問題別正答率入力（自校）」をクリックします。
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(2) シート「問題別正答率入力シート（各学校）」が表示されるので、各教育局から送付された

「0000北海道○○高等学校（モデル名）H○○.pdf」より、問題別に正答率を入力します。

(3) シート「メニュー」の３「観点・領域別正答率入力（自校）」をクリックします。
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(4) シート「観点・領域別正答率入力シート（各学校）」が表示されるので、各教育局から送付さ

れた「0000北海道○○高等学校（モデル名）H○○.pdf」より、観点別、領域別それぞれに正答

率を入力します。

４ 個人別の解答状況の入力について（学力テスト終了後に入力します。）

(1) シート「メニュー」の１「解答入力」をクリックします。
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(2) シート「個人別入力シート（H○○）」が表示されるので、問題ごとに「受験者数」を入力しま

す。選択問題以外はすべて同じ受験者数を入力します。選択者がいない問題については、受験者

数を空欄としてください。

※ 大問５を選択していない場合の入力例

(3) 「年組」と「番号」は２桁で入力します。

※ １年１組の場合は「11」、番号４番の場合は「04」

(4) 問題ごとに解答状況を入力します。正答は１、誤答は０、未回答や学校で選択していない問題

は空欄、中間正答は２を、問題ごとに記入します。

(5) 適宜「F9」キーを押下し、再計算を実行します。

正答

誤答

無回答

中間得点

選択していない問題
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５ 各教育局へ提出するファイルを作成します。

(1) シート「メニュー」の２「集計表（局提出）」をクリックします。

(2) シート「集計表（局提出）」が表示されるので、「主な誤答例」や「意見等」を入力後に、「フ

ァイル作成」をクリックします。

(3) 「名前を付けて保存」が表示されるので、保存場所を指定して「保存」をクリックします。

※ ファイル名は自動で作成されるので変更しないでください。
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６ 成績個票の印刷について

(1) シート「メニュー」の４「問題別正答率入力（全体）」をクリックします。

(2) シート「問題別正答率入力シート（全体）」が表示されるので、各教育局から送付される

「0000北海道○○高等学校（モデル名）H29.pdf」より、問題別に全道の正答率を入力する。

(3) シート「メニュー」の４「観点・領域別正答率入力（全体）」をクリックします。
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(4) シート「観点・領域別正答率入力シート（全体）」が表示されるので、各教育局から送付され

る「0000北海道○○高等学校（モデル名）H29.pdf」より、観点別、領域別それぞれに全道の正

答率を入力します。

(5) シート「メニュー」の５「成績個票」をクリックします。
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(6) シート「成績個表」が表示されるので、個別に印刷したい場合には、Ｌ５セルに生徒ＩＤ「年

組+番号」を入力して、「個別印刷（Ａ４横）」をクリックします。

(7) 全員分を印刷したい場合には、「全員印刷（Ａ４横）」をクリックします。

７ 自校における年度別正答率の作成について

(1) シート「メニュー」の６「年度別正答率の比較」をクリックします。

(2) シート「年度別正答率の比較」が表示されるので、「印刷（Ａ４縦）」をクリックします。



- 9 - 

 

 

Ｃモデル数学 

 

  分析シートの「６ 年度別正答表の比較」では、設問ごとに、本校の平均正答率と目標正答率や全
道平均正答率と比較することができます。また、過去３年間の経年比較をしたり、観点別・領域別の

正答率を把握したりすることで、授業改善に活用することができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

年度別正答率の比較

H27 H28 H29 H27 H28 H29

1 1 ○ 95 60.8 60.3 60.6 56.9 58.2 57.6

2 2 ○ 95 60.2 59.9 60.0 56.9 57.0 57.0

1 3 ○ 95 87.0 86.8 86.9 87.2 85.9 86.6

2 4 ○ 95 72.6 74.1 73.4 74.4 81.6 78.0

3 5 ○ 95 69.8 69.8 69.8 72.4 67.6 70.0

1 6 ○ 90 67.0 67.2 67.1 69.4 66.0 67.7

2 7 ○ 90 72.7 72.8 72.7 73.7 73.8 73.8

5 8 ○ 90 77.5 77.9 77.7 87.2 77.3 82.3

6 9 ○ 95 59.2 56.6 57.9 61.6 49.2 55.4

7 10 ○ 95 46.2 45.2 45.7 40.4 40.2 40.3

8 11 ○ 70 33.6 34.7 34.1 31.3 35.5 33.4

1 12 ○ 90 79.1 78.0 78.6 84.8 80.9 82.9

2 13 ○ 90 81.4 81.6 81.5 80.5 83.6 82.1

10 14 ○ 85 78.6 77.2 77.9 79.5 78.1 78.8

1 15 ○ 95 69.4 69.3 69.3 66.0 70.7 68.4

2 16 ○ 95 58.7 57.3 58.0 45.1 47.7 46.4

12 17 ○ 95 48.6 47.7 48.2 40.7 39.8 40.3

18 ○ 95 77.0 76.3 76.7 77.1 72.3 74.7

19 ○ 95 64.0 63.2 63.6 56.2 57.8 57.0

14 20 ○ 70 75.5 75.0 75.3 71.0 78.5 74.8

1 21 ○ 80 86.8 87.4 87.1 81.8 81.3 81.6

2 22 ○ 80 87.1 88.4 87.7 82.5 82.4 82.5

3 23 ○ 80 84.7 85.9 85.3 81.5 83.2 82.4

1 24 ○ 70 74.8 75.5 75.2 68.0 68.8 68.4

25 ○ 70 72.8 74.4 73.6 69.0 71.5 70.3

2 26 ○ 70 68.0 68.5 68.3 62.6 59.4 61.0

27 ○ 70 69.8 68.4 69.1 68.7 60.5 64.6

3 28 ○ 60 22.4 22.0 22.2 25.6 6.6 16.1

1 29 ○ 85 55.4 55.2 55.3 51.9 38.7 45.3

2 30 ○ 85 57.8 56.3 57.1 50.8 49.2 50.0

3 31 ○ 85 54.5 54.0 54.3 50.5 40.6 45.6

4 32 ○ 85 51.9 51.6 51.7 49.5 46.9 48.2

1 33 ○ 80 45.9 44.6 45.3 54.2 32.4 43.3

2 34 ○ 80 57.0 56.8 56.9 62.3 47.3 54.8

6 35 ○ 80 34.8 34.3 34.5 39.1 17.6 28.4

1 36 ○ 85 44.2 41.3 42.8 10.8 19.1 15.0

37 ○ 85 41.6 39.1 40.3 16.8 22.3 19.6

2 38 ○ 85 41.7 39.8 40.8 13.5 19.9 16.7

2 39 ○ 70 48.4 45.0 46.7 40.7 33.2 37.0

1 40 ○ 70 67.5 65.6 66.6 51.2 44.5 47.9

41 ○ 70 41.2 38.9 40.1 34.7 28.1 31.4

2 42 ○ 60 33.2 30.6 31.9 20.9 18.4 19.7

43 ○ 60 45.2 44.6 44.9 51.2 46.9 49.1

4 44 ○ 60 76.3 75.4 75.9 77.8 66.4 72.1

45 ○ 80 80.0 79.0 79.5 71.7 72.7 72.2

46 ○ 80 77.8 76.9 77.3 72.7 75.4 74.1

1 47 ○ 70 46.2 44.0 45.1 36.7 31.3 30.2

2 48 ○ 65 53.1 52.0 52.5 43.8 46.1 42.1

1 49 ○ 80 81.0 85.8 83.4 83.5 83.2 83.4

2 50 ○ 80 70.5 78.7 74.6 73.1 82.0 77.6

3 51 ○ 80 74.5 81.6 78.0 73.7 82.0 77.9

4 52 ○ 80 76.7 83.3 80.0 79.8 84.0 81.9

5 53 ○ 80 76.4 82.9 79.6 78.5 84.0 81.3

1 54 ○ 80 75.3 79.6 77.5 81.8 85.9 83.9

2 55 ○ 80 62.3 65.6 63.9 60.6 62.9 61.8

3 56 ○ 80 61.0 63.9 62.5 58.2 60.2 59.2

4 57 ○ 80 54.1 55.2 54.6 53.2 54.3 53.8

5 58 ○ 70 49.3 49.6 49.4 52.2 46.9 49.6

6 59 ○ 70 50.9 54.4 52.7 57.6 60.5 59.1

7 60 ○ 65 52.0 55.8 53.9 63.3 57.0 60.2

3 61 ○ 80 33.9 36.2 35.1 31.0 42.2 36.6

1 62 ○ 90 64.0 68.3 66.2 71.0 66.0 68.5

2 63 ○ 90 77.4 80.3 78.9 78.5 80.5 79.5

3 64 ○ 90 77.6 79.9 78.8 79.8 81.6 80.7

4 65 ○ 80 38.0 40.1 39.1 46.5 37.5 42.0

5 66 ○ 80 33.0 34.7 33.9 43.4 34.4 38.9

- - 0.0 0.0 0.0 -

60.2 59.3 59.8 53.9 52.7 53.3

63.6 63.1 63.4 62.0 57.6 62.3

60.8 61.2 61.0 58.4 58.8 60.1

67.0 66.6 66.8 65.6 65.1 65.4

61.6 61.9 61.8 59.9 52.4 56.2

53.5 51.6 52.6 41.7 40.3 41.0

61.6 65.5 63.6 64.8 65.8 65.3

関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

知識・理解

数と式

観点別

領域別
図形と計量

二次関数

データの分析

二次関数 二次関数とそのグラフ 二次関数ｙ＝ａｘ^２+bｘ＋cをｙ＝ａ（ｘ−ｐ）^２＋qの形に変形することができる。

図形と計量 図形の計量 正弦を利用して、三角形の面積を求めることができる。

数と式 式

データの分析 データの散らばり データの傾向を的確にとらえ、説明することができる。

データの分析 データの散らばり データの各用語や意味を理解し、具体的に数値を求めることができる。

データの分析 データの散らばり データの各用語や意味を理解し、具体的に数値を求めることができる。

日常的な事象を通して不等式を活用することができる。

データの分析 データの散らばり データの各用語や意味を理解し、具体的に数値を求めることができる。

データの分析 データの散らばり データの各用語や意味を理解し、具体的に数値を求めることができる。

データの分析 データの相関 散布図及び相関係数の意味を理解している。

データの分析 データの相関 散布図及び相関係数の意味を理解している。

データの分析 データの相関 散布図及び相関係数の意味を理解している。

データの分析 データの相関 散布図及び相関係数の意味を理解している。

データの分析 データの相関 散布図及び相関係数の意味を理解している。

データの分析 データの散らばり データの各用語や意味を理解し、具体的に数値を求めることができる。

データの分析 データの散らばり データの各用語や意味を理解し、具体的に数値を求めることができる。

データの分析 データの散らばり データの各用語や意味を理解し、具体的に数値を求めることができる。

データの分析 データの散らばり データの各用語や意味を理解し、具体的に数値を求めることができる。

データの分析 データの散らばり データの各用語や意味を理解し、具体的に数値を求めることができる。

データの分析 データの散らばり データの各用語や意味を理解し、具体的に数値を求めることができる。

データの分析 データの散らばり データの各用語や意味を理解し、具体的に数値を求めることができる。

データの分析 データの散らばり データの各用語や意味を理解し、具体的に数値を求めることができる。

二次関数 二次関数の値の変化 定義域のある二次関数の最大値と最小値を求めることができる。

二次関数 二次関数の値の変化 二次関数のグラフとｘ軸との位置関係から二次不等式の解を求めることができる。

二次関数 二次関数の値の変化 二次関数のグラフとｘ軸との位置関係から二次不等式の解を求めることができる。

二次関数 二次関数の値の変化 二次関数を具体的な事象に応用することができる。

二次関数 二次関数の値の変化 二次方程式の解が二次関数のグラフとｘ軸との交点のｘ座標でとらえられることを理解している。

二次関数 二次関数の値の変化 二次方程式の解が二次関数のグラフとｘ軸との交点のｘ座標でとらえられることを理解している。

二次関数 二次関数の値の変化 二次関数の最大値と最小値を求めることができる。

二次関数 二次関数の値の変化 二次関数の最大値と最小値を求めることができる。

二次関数 二次関数の値の変化 定義域のある二次関数の最大値と最小値を求めることができる。

二次関数 二次関数とそのグラフ 二次関数のグラフの平行移動を理解している。

二次関数 二次関数とそのグラフ 二次関数のグラフの平行移動を理解している。

二次関数 二次関数とそのグラフ 二次関数のグラフの形や頂点、軸について理解している。

図形と計量 三角比 三角比の相互関係を理解し、三角比の値を求めることができる。

図形と計量 三角比 正弦定理、余弦定理を理解し、正しく用いることができる。

図形と計量 三角比 正弦定理、余弦定理を理解し、正しく用いることができる。

図形と計量 三角比 鈍角の三角比の意味を理解している。

図形と計量 三角比 鋭角及び鈍角の三角比の符号を理解している。

図形と計量 三角比 鋭角及び鈍角の三角比の符号を理解している。

図形と計量 三角比 鋭角及び鈍角の三角比の符号を理解している。

図形と計量 三角比 鋭角及び鈍角の三角比の符号を理解している。

図形と計量 三角比 三角比の相互関係を理解し、三角比の値を求めることができる。

図形と計量 三角比 三角比の相互関係を理解し、三角比の値を求めることができる。

図形と計量 三角比 三角比の相互関係を理解し、三角比の値を求めることができる。

図形と計量 三角比 鋭角の三角比の意味を理解している。

図形と計量 三角比 鋭角の三角比の意味を理解している。

図形と計量 三角比 鋭角の三角比の意味を理解している。

数と式 式 不等式を満たす値の範囲を数直線上で理解している。

数と式 式 簡単な１次不等式を解くことができる。

数と式 式 簡単な１次不等式を解くことができる。

式 たすきがけを利用して式の因数分解をすることができる。

数と式 式 不等式の意味を理解している。

数と式 式 不等式の意味を理解している。

数と式

数と式 数と集合 対偶を用いた命題の証明方法を身に付けている。（背理法には触れない）

数と式 式 ２次の乗法公式を用いて式を展開することができる。

数と式 式 ２次の乗法公式を用いて式を展開することができる。

数と式 数と集合 分母が二項程度までの分母の有理化をすることができる。

数と式 数と集合 集合の包含関係及び集合に関する用語・記号を理解している。

数と式 数と集合 無理数の加法及び減法を理解している。

数と式 数と集合 分母が二項程度までの分母の有理化をすることができる。

数と式 数と集合 乗法公式などを利用した無理数の乗法を計算することができる。

数と式 数と集合 乗法公式などを利用した無理数の乗法を計算することができる。

数と式 数と集合 実数が直線上の点と１対１に対応させることができる。

数と式 数と集合 実数が直線上の点と１対１に対応させることができる。

数と式 数と集合 数の体系を理解している。

数と式 数と集合 数の体系を理解している。

問題番号 評価の観点

記
述
式

通し
番号大問 小問

関
心
・

意
欲
・
態
度

数
学
的

な
見
方
や
考
え
方

数
学
的

な
技
能

知
識
・

理
解

学習指導要領の内容

出題のねらい
大項目 中項目

期待
正答率

全道平均
正答率

本校平均
正答率

5

1

3

5

6

1

2

4

1

2

4

9

11

13

1

2

4

H27 H28 H29 H27 H28 H29

1 36 ○ 85 44.2 41.3 42.8 10.8 19.1 15.0

37 ○ 85 41.6 39.1 40.3 16.8 22.3 19.6

2 38 ○ 85 41.7 39.8 40.8 13.5 19.9 16.7

1 47 ○ 70 46.2 44.0 45.1 36.7 31.3 30.2

2 48 ○ 65 53.1 52.0 52.5 43.8 46.1 42.1
6

二次関数 二次関数の値の変化 二次関数のグラフとｘ軸との位置関係から二次不等式の解を求めることができる。

二次関数 二次関数の値の変化 二次関数のグラフとｘ軸との位置関係から二次不等式の解を求めることができる。

二次関数 二次関数とそのグラフ 二次関数のグラフの形や頂点、軸について理解している。

1

二次関数 二次関数とそのグラフ 二次関数のグラフの平行移動を理解している。

二次関数 二次関数とそのグラフ 二次関数のグラフの平行移動を理解している。

期待
正答率

全道平均
正答率

本校平均
正答率

大問 小問 大項目 中項目

関
心
・

意
欲
・
態
度

数
学
的

な
見
方
や
考
え
方

数
学
的

な
技
能

問題番号

通し
番号

学習指導要領の内容

出題のねらい

評価の観点

記
述
式

知
識
・

理
解

Step 1 学校全体の傾向の分析 

【「年度別正答表の比較」シート】 

H27 H28 H29 H27 H28 H29

- - - - - -

60.2 59.3 59.8 53.9 52.7 53.3

63.6 63.1 63.4 62.0 57.6 62.3

60.8 61.2 61.0 58.4 58.8 60.1

67.0 66.6 66.8 65.6 65.1 65.4

61.6 61.9 61.8 59.9 52.4 56.2

53.5 51.6 52.6 41.7 40.3 41.0

61.6 65.5 63.6 64.8 65.8 65.3

観点別・領域別

領域別

数と式

図形と計量

二次関数

データの分析

観点別

関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

知識・理解

全道平均
正答率

本校平均
正答率

全道平均正答率と比較すると、
観点別では、「数学的な見方や考え
方」の観点が課題となっており、領
域別には、「図形と計量」と「二次関
数」の領域が課題となっていること
が分かります。 

全道平均正答率と比較する
と、二次関数のグラフの平行移動
や、二次関数のグラフの形、頂点
の座標、軸の方程式についての知
識・理解が課題となっていること
が分かります。また、二次関数の
グラフとｘ軸との位置関係から二
次不等式の解を求めるといった数
学的な見方や考え方も課題となっ
ていることが分かります。 

 １ 

「二次関数」の領域のうち、課
題となっているのは、…  ２ 

 １ 

１ 

 ２ 
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把握した課題を解決するために、教員用教材や指導例

（指導案、ワークシート）、単元テスト用問題を活用する

ことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二次関数のグラフの平行移動
や二次関数のグラフの特徴の理解
等に課題があると分析したため、
教員用教材や指導例（指導案やワ
ークシート）、単元テスト用問題を
ダウンロードして活用します。ワ
ード形式でダウンロードできる教
材等は、自校の実態に合わせて、改
変して活用することもできます。 

Step 2 分析を踏まえた授業改善 

 ３ 

http://www.gakuryoku.hokkaido-c.ed.jp/ 

※ 教員用ＩＤとパスワードでログイン 

【指導例（指導案）】 

【指導例（ワークシート）】 

【活用事例】 

【単元テスト用問題】 

教員用教材や指導例
に対応した単元テストで
生徒の学習の定着を図る
こともできます。 

 ４ 

教員用教材や指
導例、単元テスト
用問題を活用する
には、ユーザＩＤ
とパスワードの入
力が必要です。 

http://www.gakuryoku.hokkaido-c.ed.jp/
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  分析シートの「５ 成績個票」を活用することで、個人の課題を分析し、生徒に自身の学習の実現
状況等を振り返らせることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1101 氏名 数学　太郎

数学的な見方や
考え方

数学的な技能 知識・理解 数と式 図形と計量 二次関数 データの分析 全体 標準偏差 偏差値

50.2 73.4 40.3 82.0 58.2 53.2 43.5 55.2

53.3 62.3 60.1 65.4 56.2 41.0 65.3 52.9

59.8 63.4 61.0 66.8 61.8 52.6 63.6 56.9

14.2 53.2

全道正答率

校内正答率

正答率

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

数学的な見方や考え方

数学的な技能知識・理解

観点別正答率

個人正答率 校内正答率 全道正答率

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

数と式

図形と計量

二次関数

データの分析

領域別正答率

個人正答率 校内正答率 全道正答率

Step 3 成績個票を分析し、生徒にフィードバック 

この生徒は、観点別では、「数学的な技能」の観点の問題の正答率が高いものの、「数学的な見方
や考え方」の観点と、特に「知識・理解」の観点の問題の正答率が低く、課題となっていることが分
かります。 

 また、領域別では、「図形と計量」の領域の問題の正答率が、校内正答率を上回るものの、全道正
答率より低く、「データの分析」の領域では、校内正答率と全道正答率を大きく下回っていることか
ら、「図形と計量」と「データの分析」の領域が課題となっていることが分かります。 

 更に、学力テストの設問ごとに確認すると、「データの分析」における「知識・理解」の観点の問
題の正答率が極端に低いことから、この生徒は、「データの分析」で扱う用語や値の、定義及び性質
等の理解の定着を図る必要があることが分かります。 

● 「データの分析」で扱う代表値の計算はできている。でも、用語や値の定義や性質などで理

解の浅いところがあるので、用語や値は単に計算できるだけでなく、意味や特徴をしっかり

理解した上で、計算できるようになるとよい。 

● 例えば、生徒用教材の「データの分析 データの代表値 

（例題編）（演習編）」と「データの分析 散布図と相関（例 

題編）（演習編）」を活用して、ポイントを踏まえながら、自分 

のつまずいているところを確認し、知識と理解の定着を図ると 

よい。 

徒へのアドバイス（例）  生 

生徒の実態を踏ま
えて、具体的に目標
や取り組む内容を提
示してあげることが
重要です。 

【「成績個票」シート】 

 １ 
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生徒用教材を活用して生徒の自学自習を促すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step 4 生徒用教材を活用した自学自習のススメ 

【生徒用教材（例題編）（演習編）】 

「北海道高等学校学力向上推進事業」（Ｈ25～Ｈ27）で作成した「教材」を活用することで、

生徒が自学自習する機会を設けることができ、弱点を克服することができます。生徒の学習進

度に合わせて、Cモデルの教材で基礎固めをしたり、Bモデルや Aモデルの教材で標準的な問

題や発展的な問題を学習したりすることもできます。 

 生徒用教材は、ユーザＩＤやパスワードを必要とせず、誰でも活用することができます。 

 生徒の自学自習の教材として積極的に活用してください。 

生徒自らが、例題編
で、つまずきやすいポイ
ントを確認しながら理解
を図り、演習編で定着の
度合いを確認することが
できます。 

 ２ 

http://www.gakuryoku.hokkaido-c.ed.jp/  

http://www.gakuryoku.hokkaido-c.ed.jp/
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Ｃモデル国語

「北海道高等学校学力向上実践事業」学力テスト集計分析シートの「年度別正答率の比較」シート

を活用して、自校における授業改善の視点を明確にすることができます。

分析シートの「６ 年度別正答率の比較」は、各設問及び観点別・領域別の正答率が表示されると

ともに、平均正答率の経年変化を比較することができます。

【年度別正答率の比較（例）】

【全道平均正答率との比較（例）】

また、全道平均正答率

と本校平均正答率を比較

することで、自校の生徒

の弱点を明確にし、学習

指導の改善に活用するこ

とができます。

本校平均正答率を見ると、「歴史的仮名遣いについて理解する」ことや、「文語のきまりについ

て理解する」こと、「ことわざについて理解する」ことが課題となっていることが分かります。

またこの傾向は過去にも見られた課題であることが分かります。

領域別に見ると、全道平均

正答率と比較して、「伝統的

な言語文化と国語の特質に

関する事項」が課題となって

いることが分かります。

現代文が素材となっている

問題における「読むこと」領

域の正答率は低くないので、

古典を教材とした学習指導

の改善が課題であることも分

かります。

Step 1 学校全体の傾向の分析
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把握した課題を解決するために、教員用教材や授業事例等を活用することができます。

歴史的仮名遣いや文語の

きまりについて理解するこ

とに課題があると分析した

ため、詳細な読みや文法事

項の学習に多くの時間を割

かずに、物語絵巻を用いて

古文学習への苦手意識を取

り払い、古文を読む楽しさ

を味わうことを試みた事例

です。

絵巻を参考に物語の構成や

展開を自分たちなりに考え、

そこから生まれた気付きや疑

問を次の学習につなげるよう

工夫した事例です。

目
標

絵
巻
か
ら
物
語
の
展
開
を

想
像
し
て
み
よ
う

Ａ
グ
ル
ー
プ

Ｂ
グ
ル
ー
プ

Ｃ
グ
ル
ー
プ

Step ２ 分析を踏まえた授業改善
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「成績個票」シートを活用することで、個々の生徒の課題を分析し、生徒に自身の学習の実現状況

等を振り返らせることができます。

● 文章の内容を的確に読み取ったり、文章に描かれた人物や情景、心情などを表現に即し

て読む力を持っていますね。でも、文語文法に苦手意識を持っているようなので、現代語

訳された文章を読んで古文に対する苦手意識を克服しましょう。

● 古文を読み味わうためには、古文を理解するための基礎的・基本的な知識や技能を身に

付ける必要があります。

● まずは現代語訳を読み、段階的に古文に慣れることで、新たに発見したことや疑問を感

じたこと、もっと知りたいと思ったことなどについて自分で調べたり、友人と意見や考え

を交流したりしましょう。

この生徒は、観点別では、「読む

能力」の観点において正答率が高い

ものの、「知識・理解」の観点の問

題で正答率が低く、課題となってい

ることが分かります。

また、学力テストの分析や面談の

結果、現代文素材を用いた問題では

正答率が高い一方、古文素材を用い

た問題での正答率が低く、文語のき

まり等に関して苦手意識を持ってい

ることが分かりました。

生徒の実態を踏まえて具体的な学習方法を

示すことで、生徒が主体的に古人のものの見

方、感じ方、考え方に触れ、古文に対する興

味・関心を広げ、古文を読む意欲を高めるこ

とが大切です。

Step ３ 成績個票を分析し、生徒にフィードバック
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生徒用教材を活用して、生徒の自学自習を促すことができます。

段階的に問いの

難易度を上げ、最

終的には基礎的・

基本的な文語文法

にも取り組むこと

ができるようにな

っています。

古文に対する苦手意識を取り

除くため、現代語訳された文章

を用いることで、生徒の「読む

能力」を確認することができま

す。

Step ４ 生徒用教材を活用した自学自習のススメ
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Ｃモデル英語 

 

 分析シートの「年度別正答率の比較」のシートでは、設問ごとの自校及び全道の正答率、さらに観点

別及び領域別ごとに正答率が表示されます。これらを活用して、過去３年間の経年比較をしたり、全道

平均と比較したりすることで、自校における授業改善の視点を明確にすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「年度別正答表の比較」シート（例） 

この例では、「書くこと」の

設問全体の正答率が低く、課題

が大きいことが分かります。ま

た、「内容の要点を示す語句な

どに注意しながら書く」につい

ては、全道平均と比較しても数

値が低く、「自分の考えについ

て簡潔に書く」については、全

道平均よりも高い項目がある

ものの、やはり低い正答率にな

っています。 

Step 1 学校全体の傾向の分析 

この例では、観点別の正答率では「表現の能

力」が全道平均と同様に低い数値であり、領域

別の正答率では「読むこと」が全道平均よりも

高くなっているものの、「書くこと」の正答率が

低く、課題となっていることが分かります。 
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各学校における学力テストの結果を踏まえて、道教委「北海道学力向上実践事業」のウェブページ

に掲載されている指導事例を活用し、授業改善につなげます。                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分 析 

Step ２ 分析を踏まえた授業改善 

各指導事例には、パフォーマンステスト

につなげるための言語活動についてや、パ

フォーマンステストの手順や留意点が記載

されています。また、授業で活用できるワ

ークシートの例もあります。 

活 用 

授業計画 

授業改善 

指導事例を活用して授業改善を！ 

Step１で分析した自校の学

力テストの結果を踏まえて、

「書くこと」の活動を取り入れ

た指導事例を活用します。この

指導事例では、読書についての

内容を扱う単元の最後に、お気

に入りの本について紹介する文

を書くパフォーマンステストを

行います。 
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 分析シートの「成績個票」では、学校全体の傾向に加えて、観点別・領域別に生徒一人一人の課題が

明確になり、生徒に自身の学習の実現状況を振り返らせることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 この生徒は、全体としては平均的な成績ですが、観点別では、「理解の能力」の正答率が高い一

方、「表現の能力」では、校内・全道の傾向と同様に低いことが分かります。 

 また、領域別では、「聞くこと」及び「読むこと」の正答率が高く、特に「聞くこと」については、

校内正答率及び全道正答率と比較しても学習の定着度が高いことが分かります。逆に「書くこと」

においては、正答率が低く、課題があることが分かります。 

 分析シートの「個人別入力シート」において、学力テストの設問ごとに確認すると、英作文問題

の中でも、イラストを見て表現する問題を苦手としていることが分かります。 

生  

 

● 英語を理解すること、特に「聞くこと」、「読むこと」はよくできています。しか

し、英語を使って表現することが苦手なようなので、英語の語順やスペルを確認し、

少しずつ練習しながら、英語で書く練習をしていきましょう。 

● 例えば、教材の『正しい語順の英語で表現しよう！』や『イラストを見て英語で表

現しよう！』を活用して、自分が苦手としている部分を確認しながら、理解を深め、

知識の定着を図りましょう。また、基本的な文法で分からない時は『マンガを読んで

理解しよう！』で確認しましょう。 

徒へのアドバイス（例） 

Step ３ 成績個票を分析し、生徒にフィードバック 

 
 生 
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道教委のウェブページに掲載している教材を活用して、生徒一人一人の課題に即した教材を生徒

に提供し、生徒の主体的な学びを促します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Cモデルでは、Step２で紹介したパフォーマンステストを取り入れた単元の指導例だけ

ではなく、Step４の教材についても昨年に引き続きウェブサイトで公開していますので、

生徒の学習状況に応じて、日常の授業や講習等で活用してください。 

本教材は、生徒の学習におけるつまずきに対してきめ細かに対応できるよう作成してい

ます。例えば、リスニングセクションでは、rubと loveのような間違えやすい発音につい

てまとめてあるほか、マンガで基本的な文法を説明しているセクションがあります。 

なお、教材については、生徒が直接ダウンロードできます。 

                      

 

 
 http://www.gakuryoku.hokkaido-c.ed.jp/  

Step ４ 生徒用教材を活用した自学自習のススメ 

分析結果を踏まえて、教材の一

覧から必要な教材を選びます。 

学力テストで明確になった「書くこ
と」に課題があるため、Writingセク
ションの教材を活用します。生徒が自
主的に学習のポイントを確認したり、
例題に取り組んだりすることで定着
を図ります。この例題は、学力テスト
の大問 11に対応しています。 

学力テスト大問 13の現在進行形を使っ

て表現する問題に対応した教材です。学習

のポイントを確認し、イラストを見なが

ら、例題に取り組みます。 

教材は、「聞くこと」、「読むこ

と」、「書くこと」、「話すこと」、

「文法マンガ」で構成されてい

ます。Step３で明確になった生

徒の苦手な分野や一層定着を図

りたい領域に対応した教材を活

用して、自主的に学習できるよ

うになっています。 
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Ｂモデル数学 

 

 

 分析シートの「６ 年度別正答率の比較」を表示することで、設問ごと及び観点別・領域別の正答率が

表示されます。また、過去の正答率が一覧で表示されることから、経年比較をしたり、観点別・領域別

の比較をしたりすることで、授業改善のきっかけにすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「全道平均正答率」と「本校平均正答率」を比較することで、 

本校の弱点を明確にし、指導改善のきっかけにすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step 1 学校全体の傾向の分析 

本校は、大問１の問３について、H29の全道平均正答率が

20.7％の状態に対して、2.5％と極端に低い数値であることか

ら、「数と式」の領域の「数学的な見方や考え方」の観点が全

道と比較すると弱点であることが分かります。 

 領域別の「場合の数と確

率」について、H29の全道

平均正答率が 25.0％の状態

に対して、11.5％と極端に

低い数値となっています。 

観点別の「数学的な見方や

考え方」について、H29の全

道平均正答率が 14.6％の状態

に対して、3.1％と極端に低

い数値となっています。 
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 「数学的な見方や考え方を重視した指導法」の資料は、授業改善に活用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step 2 分析を踏まえた授業改善 

 「場合の数と確率」の領域に弱点

があると分析したため、その領域に

関する「数学的な見方や考え方を重

視した指導法」の例や実践事例集を

参考にすることで、授業改善を促す

きっかけになります。 
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分析シートの「５ 成績個票」を活用することで、学校全体だけではなく、生徒一人一人の学習課題を

明確にすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step 3 成績個票を分析し、生徒にフィードバック 

この生徒は、全般的に成績がよいものの、観点別正答率の「関心・

意欲・態度」が、H29全道正答率が 67.5％、校内正答率が 59.2％の

状態に対して、33.3％と低い数値となっています。 

 学力テストの中では、「関心・意欲・態度」の観点の３題のうち１

題だけが正解だったので、解けなかった「図形と計量」と「場合の数

と確率」を重点的に学習するよう指導することで、個人の弱点を克服

するきっかけにすることができます。 

 

 

・「数学的な見方や考え方」の観点が弱いので、自ら解いた解法が最適なのか、他者の解法と比較

して考える習慣を身に付けるなど、多様な解法を比較研究して、常に自らの視野を広げる意識

をもって学習に取り組むとよい。 

・「関心・意欲・態度」の観点が弱いので、各問題に取り組む際、まずは具体的な数値を代入

し、解法の方向性を優先的に考えるなど、どのように解くか考える姿勢を重視して学習に取

り組むとよい。 

・「場合の数と確率」の領域が弱いので、問題集の中でもこの領域を重点的に取り組むよう、演

習量も演習時間も意識して学習に取り組むとよい。 

 生 徒へのアドバイス（例） 
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 道教委ウェブページ掲載の生徒用教材を活用し、生徒の自学自習を促すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「北海道高等学校学力向上推進事業」（H25～H27）で作成した「教材」を有効活用

することで、生徒が自学自習する機会を設けることができ、弱点分野の学習を補強す

ることができます。また、自らの学習進度に合わせて、Ａモデルの教材で発展的な内

容を学習したり、Ｃモデルの教材で基礎固めをしたりすることもできます。 

＜モデル別教材のウェブページ掲載先＞ 

http://www.gakuryoku.hokkaido-c.ed.jp 

Step 4 生徒用教材を活用した自学自習のススメ 


